













・面積 ： 約284km2 （東西約15km、南北約30km）










































































































































































































平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度
○自転車走行環境
・幅員が狭い、凹凸が多い、木の根や







































1-4. 計画策定の経緯 17自転車のまちつくば推進委員会・幹事会 名簿
No 区分 職　名 H23氏名 H22氏名 備　考
1 教授 金　利昭 金　　利昭 委員長幹事長
所　属
茨城大学工学部都市システム工学科
2 准教授 渡　和由 渡　　和由 副委員長副幹事長
3 主任研究官 本田　肇 大脇　鉄也 幹事
4 主任研究員 松橋　啓介 松橋　啓介 幹事









6 会長 山海　直 酒井　昌夫 Ｈ23年5月7日会長交代
7 副校長 柴山　希一 市村　　博 H22年市村委員（校長）







9 会長 宇木　博明 片岡　光雄
10 会長 岡田　久夫 岡田　久夫
11 青年部長 土子　光之 中村　重雄





13 副支配人 松本　茂 松本　　茂
14 経営促進課長 川上　敬一 河田　英介
15 部長 武藤　成一 武藤　成一







17 つくば中央支部長 中島　利男 中島　利男
18 代表取締役 武井　亨介 武井　亨介





茨城県 くば中央警察署20 長 入江　 入江　
21 交通課長 大槻　孝男 大槻　孝男
22 課長 櫛田　浩司 櫛田　浩司 幹事








株 式 会 社 長 大
24 事業調整第２チームリーダー 村田　知厚 本木　政幸 幹事
25 部長 大内　一義 大内　一義 幹事

























② クシ プ実施による安全性 利便性の調査ワー ョッ 、
と改善項目の検討







































































































































































































































































































































































































































































































































意見を常時継続的 受付ける「りんりん目安箱 を設置するなど よりの に 」 に 、
利用者の声を反映します。
自転車に関する意見収集の仕組みイメージ







































































クシ プなどにより 走行空間の整備が必要な区間を・ワー ョッ 、
抽出、以下の基準により優先度を設定
優先度１：ＴＸ沿線開発地域など整備予定区間






















































②環境の改善 ： 地球環境負荷低減 沿道環境改善、
③地域を活性化 ： 来街者の周遊性向上、イベント性
■サイクルシェアリング導入の課題
●様々な効果が期待され、注目されているが、無人化システム(機械式)を導入した場合の
初期コスト、有人とした場合の運営コストの点から普及が進んでいない状況
●従来のシステムに比べ、環境にやさしく、低価格で導入・運営できる普及性・継続性に優れた
「新たな自転車管理システム」を試行導入に向け検討中 （連携機関と勉強会実施など）
基本方針５
3-3. 重点的に取組む施策の概要 49
施策15：「つくば型自転車」の提案の公募
自転車を楽しめる
機会づくり 新しい発想や技術を取り入れた「つくば型自転車」について、アイデアを市民や企業の皆様から公募し、採用されたアイデアについて具体化し、取組
んでいきます。
平成23年度中に準備をはじめ、平成24年度に公募を実施し、平成25年
以降に募集したアイデアの具体化について検討し、つくばにふさわしい先進
的な自転車の普及を行います。
【つくばの特徴】
・筑波山，田園風景，自然
・研究学園地区，既成市街地
・ＴＸ，大型商業施設，研究施設見学
【アイデアの例】
・りんりんロードでタンデム自転車
※障害者等も自転車の魅力を体感
・自動車依存，学生 など
【要素】
・人（ルール，マナー）
自転車（新技術 利用の工夫）
【テーマ】
・安全，快適
・健康 環境
・自転車やパーソナルモビリティ（セグウェイ等）
の利用を想定した走行空間づくり
・市内主要施設への空気入れや充電器の配置、
自転車利用者への特典やエコポイント制度の・ ，
・走行空間，駐輪空間（対策，工夫）
，
・楽しむ，便利
・地域の魅力 など
導入
・木製自転車、高齢者・障害者向け自転車、
自転車配送車、電動自転車などの導入
3-4. 進捗状況の確認方法 50
進捗状況確認イメージ
・毎年、各実施主体による事業評価を行い、計画中間年度（平成26年度）、計画最終
年度（平成32年度）に「自転車のまち行動計画」全体チェック、計画の見直しを実施
中間評価
計画見直し 最終評価計画見直し目標設定
導入検討
中長期施策
導入，見直し検討 継続，見直し，拡大を検討
実施準備 実施，見直しを検討
短期施策 （継続）
(毎年進捗確認) (毎年進捗確認)
（継続）重点施策，短期施策 （早期着手可）
平成26年度
（中間年度）
平成32年度
（最終年度）
平成23年度
